
序 章

合計特殊出生率「見える化」分析
《岡山県出生率地域格差要因分析》
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は
じ
め
に

１ 問題意識
2015年の岡山県の合計特殊出生率は1.54であり、全国の1.45を0.09ポイント上

回る。しかしながら、中国地方５県の中では最も低く、最も高い島根県とは0.24 ポ
イントの差が生じている。

2010 年から 2015 年にかけての合計特殊出生率の変化をみると、全国が 0.06
ポイントの上昇であったのに対して岡山県は 0.04 ポイントにとどまり、山陰２県
の 0.1 ポイントを超える上昇とは大きな開きがある。

このように合計特殊出生率は、全国的に上昇しつつも大きな地域格差が生じてお
り、効果的な少子化対策を進めるためには、地域格差の背景にある要因を把握する
ことが必要になっている。

目的
本分析では、岡山県と中国地方他県との比較を中心に合計特殊出生率に地域格差

が生じている要因を把握するとともに、岡山県と県内市町村の合計特殊出生率に影
響を与えている地域特性を「見える化」することに取り組む。

本分析の目的は、「見える化」した結果を、本県が取り組むべき施策の評価・検証
を行うための基礎資料とするとともに、市町村と共有することによって、広域的な
連携を含め、市町村の潜在的な地域力を生かした施策の検討を後押しし、県全体と
して少子化対策の底上げを図るものである。

（１）問題意識と目的
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資料：厚生労働省「人口動態調査」、総務省「国勢調査」

都道府県の合計特殊出生率の推移
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　本分析のまとめに当たっては、国立社会保障・人口問題研究所の鎌田健司主任
研究官（人口構造研究部）と意見交換を行い、アドバイスを頂いた。ここに心より
お礼申し上げる。
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序章では、この後に、分析対象である合計特殊出生率の定義を明らかにするとと
もに、指標としての特徴を整理する。

続く第１章では、前半において、岡山県と中国地方他県の比較を中心に都道府県
における合計特殊出生率地域格差の要因分析を行う。分析は三つの部分からなり、

（１）合計特殊出生率の「地域差」に対する「出生構造要因」による分析、（２）合計特
殊出生率の「変化」に対する「出生構造要因」による分析、（３）合計特殊出生率に対
する「社会経済要因」の影響の分析である。

第１章の後半は、中国地方他県等との比較から明らかになった岡山県の特徴と、
県内市町村における合計特殊出生率の地域格差との関わりについて分析を行う。前
半と同様の三つの分析から構成される。

第２章は、第１章の分析結果を、県内市町村が施策に生かしやすくするため、個々
の市町村ごとの特性把握の形に編集したものである。

（２）分析の構成

序章

１ はじめに

２ 合計特殊出生率
とは

第１章　合計特殊出生率の地域格差要因分析

第２章　市町村分析シート

１ 岡山県と中国地方他県を中心とした合計特殊出生率地域格差要因分析

２ 市町村を対象とした合計特殊出生率地域格差要因分析

（１） 合計特殊出生率地域差の出生構造要因による分析

（１） 合計特殊出生率地域差の出生構造要因による分析

（２） 合計特殊出生率変化の出生構造要因による分析

（２） 合計特殊出生率変化の出生構造要因による分析

（３） 合計特殊出生率に対する社会経済要因の影響分析

（３） 合計特殊出生率に対する社会経済要因の影響分析
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合計特殊出生率の定義は「15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計した
もの」である。「コーホート合計特殊出生率」と「期間合計特殊出生率」の二通りが
あり、一般にどちらも「一人の女性が一生の間に生む子供の数」と解釈される。

■コーホート合計特殊出生率は、同一世代生まれ（コーホート）
の女性を対象に各年齢（15 歳から 49 歳）の出生率を過去か
ら積み上げる

コーホート合計特殊出生率は世代ごとの出生率であり、一般に世代が違えば
合計特殊出生率は異なる。実際の「一人の女性が一生の間に生む子供の数」は
コーホート合計特殊出生率であるものの、その世代が 50 歳に到達するまで数
値が得られない。

（１）合計特殊出生率の定義
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資料：国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」（2016 年）

■期間合計特殊出生率は同じ期間の異なる世代の出生率を合計
する

期間合計特殊出生率は、ある期間（通常は１年間）の出生状況に着目して、その
年における各年齢階層（15-49 歳）の女性の出生率を合計したものである。

コーホート合計特殊出生率が、同世代女性の異なる期間の出生率を足し合わ
せたものであるなら、期間合計特殊出生率は、同じ期間の異なる世代の出生率
を合計したものである。つまり、ある期間における出生率の世代間での違いに
着目した出生率であり、異なる世代の出生率を継ぎ足して、その期間の女性の
一生を仮想的に作り出している。

期間合計特殊出生率

母の年齢
15-19歳出生数

母の年齢
20-24 歳出生数

母の年齢
45-49 歳出生数

15-19 歳女性人口

年齢階層別出生率（各世代の出生率）

20-24 歳女性人口 45-49 歳女性人口
+ × 5= + … +

合
計
特
殊
出
生
率
と
は

２

合
計
特
殊
出
生
率
と
は

２

49歳が
終わった時点

コーホート合計
特殊出生率
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■期間合計特殊出生率は地域の出生力を比較できる
地域の出生力は、その地域における出生数そのものと考えられる。しかし、

女性人口や女性の年齢構成の影響を受ける出生数は、地域間で単純に比較でき
ない。合計特殊出生率は出生数との間に次式の関係があり、女性人口や年齢構
成の違いを除いて地域間の出生力を比較したいときに用いることができる。

■期間合計特殊出生率は分解して要因分析ができる
コーホート合計特殊出生率にはない期間合計特殊出生率のもう一つの特徴は、

出生構造（有配偶率と有配偶出生率、母の年齢階層別、出生順位別等）により
分解可能なことであり、施策を打ち出すための原因の分析ができることである。

（２）期間合計特殊出生率の特徴

出生数
期間合計特殊出生率 15ー49 歳の中の

年齢構成を示す係数35
= 女性人口（15ー49 歳）× ×

出生数と期間合計特殊出生率の関係

期間合計特殊出生率

母の年齢
15 -19歳出生数

母の年齢15 -19歳
第 1 子出生数

母の年齢15 -19歳
第２子出生数

母の年齢15 -19歳
第５子以上出生数

15 -19歳有配偶女性人口 母の年齢 15 -19歳出生数

母の年齢
20-24歳出生数

母の年齢
45-49 歳出生数

15 -19歳女性人口

第１項を分解

15 -19歳有配偶女性人口 15 -19歳有配偶女性人口 15 -19歳有配偶女性人口

15 -19歳女性人口 15 -19歳有配偶女性人口

年齢階層による分解

第１子有配偶出生率 第２子有配偶出生率 第５子以上有配偶出生率

20-24歳女性人口 45-49 歳女性人口
+

+

× 5

×

= + … +

+ … +

期間合計特殊出生率の出生構造による分解

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

1）有配偶率と有配偶出生率の積の分解：ＸとＹという２要因の積であるＺの変化（あるいは全国との差）は、⊿Ｚ
＝⊿Ｘ ･ Ｙ + Ｘ ･ ⊿Ｙ + ⊿Ｘ ･ ⊿Ｙという３要因の和により算出することができる。⊿は変化量（あるいは全
国との差）を表わし、本分析では、⊿Ｘ ･ ⊿ＹはＸとＹの変化に２分の１ずつ分配することとした。

有配偶出生率女性有配偶率

合
計
特
殊
出
生
率
と
は

２

=
女性数（15ー49 歳）

出生数

出生力＝出生数

出生率

期間合計特殊出生率

● 出生数は女性人口の影響を受けるため、人口の異なる地域で単純に比較できない

● 出生率は、15ー49 歳女性人口における年齢構成の違いに影響を受けるため、女性人口
の年齢構成が異なる地域では単純に比較できない

● 期間合計特殊出生率は、女性人口の違い、またその算出式から年齢構成の違いの影響
を除いた上で、異なる地域間（あるいは異なる期間間）で出生力を比較できる
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本分析では、期間合計特殊出生率を分析の対象とする（ここから合計特殊出生率
というときは、期間合計特殊出生率を指す）。また、本分析で利用する合計特殊出
生率は、分析内容と偶然変動 1）の影響を勘案して、次の三つを使い分ける。

①単年の合計特殊出生率
都道府県における 2015 年合計特殊出生率地域差の分析（出生構造要因および社

会経済要因）と、都道府県における 2010 年から 2015 年の合計特殊出生率変化量
を分析するために利用する。

加えて、市町村における 2010 年から 2015 年の合計特殊出生率変化量の分析に
も用いる。

②５年間（2011年 -2015年）の出生数を集計した合計特殊出生率
市町村の合計特殊出生率地域差に対する出生構造要因の分析に利用する。これは

偶然変動の影響を小さくするためである。女性数は、2010 年と 2015 年の国勢調
査基準人口の平均値を用いた。本分析では「2011 年 -2015 年」と表記する。

③ベイズ推定を行った合計特殊出生率
2011 年-2015 年の合計特殊出生率に対して二次保健医療圏によるベイズ推定 2）

を行う。市町村の合計特殊出生率に対する社会経済要因の分析に利用する。偶然変
動の影響をさらに小さくするためである。

なお、本分析では、出生数、女性人口（基準人口）とも日本人を対象とし、全て
の合計特殊出生率は厚生労働省から提供を受けた人口動態調査のデータを基に独自
に算出したものである。

（３）分析の対象とする合計特殊出生率

2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年

①単年の合計特殊出生率

②５年間（2011年-2015年）の出生数を集計した合計特殊出生率

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

1) 偶然変動：ある年だけに偶然の要因によって生じる変化。市町村のような小地域を分析するときに偶然変動の影
響が大きくなる。

2) ベイズ推定：偶然変動の影響を小さくするため、ある市町村の出生率算出に当たって周辺市町村（二次保健医療
圏等）の出生率という情報を加える推計手法。

③ベイズ推定を行った合計特殊出生率

本分析で用いる三つの合計特殊出生率の関係

合
計
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殊
出
生
率
と
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